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M12a NOAA9415で発生した 2001年 4月 10日X2.3フレア
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NOAA9415は、2001年 4月 5日から磁場配置が大きく発展して βγ型となり、4月 8日からは βγδ型となって、
4月 13日までこの配置を維持した。この間、磁気浮上、黒点の分裂、移動、衝突などの現象があり、それにとも
なって、激しい活動を示した。京都大学飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡では、この領域を 4月 5日から 4月 11
日まで連続的に観測した。特に、4月 10日のX2.3/3Bフレアは、その初期からポストフレアループ期までＨ α線
近傍の様々な波長で単色像連続観測をすることに成功した。観測には、Kodak4.2i ( 2000X2000 pixel, 10bit) カ
メラによる新 Hα Imaging System を使用した。

ここでは、4月 10日のX2.3フレアのＨ α単色像で観測された事柄を中心に、ＳＯＨＯ，ＴＲＡＣＥ，ＹＯＨ
ＫＯＨとの比較検討を行った結果を報告する。主な論点は以下である。

(1) フレアは、Ｈ αフィラメントの上昇によってトリガーされている。このフィラメントは、その前日には観
測されておらず、黒点の移動にともなう磁場配置の変化に伴って形成されたものである。「ようこう」ＳＸＴ像と
の詳細比較も議論する。(2) フレアの Explosive期には、Ｈ α +5.0Å まで、増光していた。Ｈ α輝線の幅が極め
て広かったと考えられる。この増光部は two-ribbonの広がる方向に移動しており、いわゆるフレアカーネルとさ
れるものである。「ようこう」ＨＸＴ画像では、二つ目玉型の硬Ｘ線源が観測されており、このフレアカーネルに
対応するものと考えられる。(3) Ｈ α線の短波長と長波長像の比較からHα輝線のAsymmmetryを導出すること
ができる。(a)Asymmetry、(b)硬Ｘ線源、(c)Post-Flare-Loop のそれぞれの空間分布、時間発展を比較すること
で「高速粒子 BombardementによるRed Asymmmetry 形成」説等を検証する。


